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３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

就
職
や
退
職
、
住
所
変
更
な
ど
に

よ
り
、
健
康
保
険
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
多
い
時
期
で
す
。

　

社
会
保
険
等
の
加
入
、
脱
退
の

手
続
は
職
場
が
行
い
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
は
ご
自
身
で
手
続
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
切
替
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
場

合
で
も
引
き
続
き
加
入
・
脱
退

の
手
続
き
は
必
要
で
す
。

◎
届
出
が
遅
れ
る
と

　

加
入
の
手
続
が
遅
れ
る
と
、
医

療
機
関
で
の
支
払
い
が
10
割
負
担

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
を
数
か
月
分
ま

と
め
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

　

な
お
、脱
退
の
手
続
が
遅
れ
る
と
、

国
民
健
康
保
険
税
と
社
会
保
険
料
を

二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
学
生
用
の
保
険
証
（
毎
年
４
月

に
更
新
手
続
が
必
要
）

　

市
外
に
住
所
を
変
更
す
る
学
生

の
た
め
に
、
学
生
用
の
保
険
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
学
生
用
の
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
３
月
中

に
更
新
手
続
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険の国民健康保険の

手続は手続は

ご自身で！ご自身で！

□他の市町村から転入した
→加入手続 （必要なもの ：身分証明書）

□他の市町村に転出する
→脱退手続 （必要な物 ： 身分証明書、 国保の

保険証）

□職場の保険をやめた（扶養含）
→加入手続 （必要な物 ： 身分証明書、 職場の

保険をやめた証明書）

□職場の保険に加入した
→脱退手続 （必要な物 ：身分証明書、 国保と職

場の保険証又は職場の保険に入った証明書）

□大学等へ進学のために転出する
→切替手続 （必要な物 ： 身分証明書、 国保の

保険証、 学生証か在学証明書）

□保険証をなくした
→再発行手続 （必要なもの ：身分証明書）

～国民健康保険の手続チェックリスト～

※身分証明書は、顔写真付きなら１点（免許証、マイナンバーカード等）、顔写真が

　ないものは２点（保険証、年金手帳等）必要となります。

問合せ先問合せ先

市民保健課国保年金係（窓口③）市民保健課国保年金係（窓口③）

　　　　　　　　 ☎㉒３９２２　　　　　　　　 ☎㉒３９２２

  
助
け
合
い
、
支
え
あ
う
「
年
金
」
っ
て
と
っ
て
も
大
事

助
け
合
い
、
支
え
あ
う
「
年
金
」
っ
て
と
っ
て
も
大
事

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

～
国
民
年
金
の
免
除
制
度
～

～
国
民
年
金
の
免
除
制
度
～

　
　　

問
合
せ
先

問
合
せ
先　　

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

　（
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
は
１
６
，
９
８
０
円
で
す
。）

※
免
除
・
猶
予
を
ご
希
望
の
方
は　

毎
年
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
４
月

が
申
請
開
始
月
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
を
１
年
度

と
し
、
学
生
本
人
の
前
年
所
得
に

基
づ
き
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

特
例
を
受
け
ら
れ
る
所
得
の
目
安

所
得
が
１
２
８
万
円
＋
（
扶
養
親

族
等
の
数
×
38
万
円
）

＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

手
続
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
又
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明

書
、
又
は
学
生
証
（
裏
面
に
有

効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月
日

の
記
載
が
あ
る
場
合
は
裏
面
も

含
む
）
の
写
し

◇
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

◇
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

や
、
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
保
険

料
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

は
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
納
付

が
免
除
に
な
り
ま
す
。

※
免
除
の
割
合
に
応
じ
て
需
給
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

免
除
と
な
る
所
得
の
目
安

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算

し
た
金
額
以
下
の
場
合

⑴
全
額
免
除

　

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×

　

35
万
円
＋
32
万
円 

⑵
４
分
の
３
免
除

　

88
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

⑶
半
額
免
除

　

１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

⑷
４
分
の
１
免
除

　

１
６
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

⑸
納
付
猶
予
制
度

　

所
得
が
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋

１
）
×
35
万
円
＋
32
万
円　

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
又
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
が
離

職
し
た
場
合
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
等
の
写
し
又
は
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
写
し

◇
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

◇
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

障
害
や
死
亡
等
の
不
慮
の
事
態

が
発
生
し
た
と
き
、
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

や
老
齢
年
金
を
将
来
的
に
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ま

と
め
て
納
付
す
る
と
お
得
に
な
る

前
納
制
度
や
、
納
め
忘
れ
が
少
な

く
、
便
利
な
口
座
払
い
も
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

三
島
年
金
事
務
所

 

☎
０
５
５-

９
７
３-

１
１
６
６

　

20
歳
に
な
る
と
、
学
生
で
あ
っ

て
も
日
本
国
内
に
住
む
方
は
公
的

年
金
に
加
入
し
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
経
済
的
に
保
険
料
納

付
が
難
し
い
場
合
、
免
除
・
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

し
も
だ

し
も
だ
健健
康康
川川
柳柳

　
　
　
　

　
　
　
　

作
品
紹
介

作
品
紹
介

バ
ス
の
旅
夢
は
遠
く
へ
近
場
か
ら

バ
ス
の
旅
夢
は
遠
く
へ
近
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
田　

豊
）

（
増
田　

豊
）

日
記
帳
空
欄
多
し
の
退
職
後

日
記
帳
空
欄
多
し
の
退
職
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

  　　

  

（
ね
こ
の
し
っ
ぽ
）

（
ね
こ
の
し
っ
ぽ
）

汗
か
い
て
期
待
し
な
が
ら
体
重
計

汗
か
い
て
期
待
し
な
が
ら
体
重
計

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

    

（
働
き
蟻
）

（
働
き
蟻
）

整
形
よ
り
整
体
が
い
い
わ
前
期
高
齢
者

整
形
よ
り
整
体
が
い
い
わ
前
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
バ
子
）

（
オ
バ
子
）

三
歩
で
も
散
歩
の
気
分
有
難
し

三
歩
で
も
散
歩
の
気
分
有
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
藤

（
後
藤  

瑞
義
）

瑞
義
）

「
出
船
入
船
三
千
艘
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
よ
そ
１
０
０
年
程
度
で
、
こ

の
番
所
の
機
能
は
神
奈
川
の
浦
賀

へ
と
移
転
し
ま
す
が
、
番
所
の
置

か
れ
た
大
浦
湾
の
磯
に
は
、「
も

や
い
石
」
と
呼
ば
れ
る
、
船
を
係

留
す
る
た
め
の
穴
が
現
在
も
多
く

残
っ
て
お
り
、
往
時
の
隆
盛
を
偲

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

幕
末
に
開
港
地
と
し
て
下
田
の

名
が
挙
が
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た

歴
史
を
持
つ
港
と
し
て
、
面
目
躍

如
と
も
言
え
る
出
来
事
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
先　

企
画
課
政
策
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
２

　

「
船
舶
の
数
が
限
ら
れ
て
い
れ

ば
、
下
田
に
勝
る
港
は
あ
り
え
な

い
。
」
こ
れ
は
『
ペ
リ
ー
提
督
遠

征
記
』
の
文
中
に
お
い
て
、
下
田

港
を
評
し
た
一
節
で
す
。

　

開
港
に
先
立
ち
、
ペ
リ
ー
は
急

ぎ
艦
隊
か
ら
２
隻
を
下
田
へ
派
遣

し
、
湾
内
の
測
量
な
ど
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
が
、
案
外
こ
の
港
に

満
足
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

幕
府
の
思
惑
と
し
て
は
、
江
戸

湾
の
深
奥
部
に
近
づ
け
ま
い
と
し

て
伊
豆
半
島
の
南
端
が
選
ば
れ
た

と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
港
と
し
て
の
下
田
の
役
割

は
と
て
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。

　

古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝
で

あ
っ
た
下
田
に
は
、
江
戸
時
代
の

初
め
、
「
船
改
番
所
」
が
置
か
れ
、

上
下
の
廻
船
を
検
問
す
る
「
海
の

関
所
」
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　

風
待
ち
を
す
る
た
め
に
入
港
し

た
船
が
、
所
狭
し
と
並
ん
で
お
り
、

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
７
０
年
前
、

１
８
５
４
年
３
月
に
日
米
和
親
条

約
が
神
奈
川
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
に
米
国
大
統
領
か
ら
の
開

国
を
促
す
親
書
を
届
け
て
い
た
ペ

リ
ー
は
、
半
年
で
再
び
日
本
を
訪

れ
、
開
国
と
い
う
目
的
の
第
一
段

階
を
達
成
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

「
鎖
国
」
体
制
に
あ
っ
た
日
本
に

お
い
て
、
こ
の
条
約
で
は
下
田
と

箱
館
の
２
か
所
を
開
港
地
と
し
て

定
め
、
公
式
に
米
国
と
の
国
交
が

開
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
条
約
の
第
11
条
に

は
、
米
国
官
吏
を
日
本
に
置
く
こ

と
に
つ
い
て
定
め
た
条
文
が
あ

り
、
２
年
後
の
１
８
５
６
年
に
日

本
総
領
事
と
し
て
ハ
リ
ス
が
着
任

す
る
た
め
の
布
石
が
既
に
打
た
れ

て
い
た
の
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
条
約
に

よ
り
、
下
田
は
激
動
の
幕
末
史
の

表
舞
台
に
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

「
海
の
関
所
」
か
ら

「
海
の
関
所
」
か
ら

　
　
　
　

日
本
の
開
港
地
へ

　
　
　
　

日
本
の
開
港
地
へ

日
米
和
親
条
約
で

日
米
和
親
条
約
で

　

下
田
は
歴
史
の
表
舞
台
に

　

下
田
は
歴
史
の
表
舞
台
に

豆州下田港之図（17 世紀）

もやい石
（大浦湾）


